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ひさあ

400年前後のものと推定され
，っ

jfgに欄えられたものと想像して、

る。

いちょうはいちょう料に属する落葉高木で、，；l何回り 3メーJ・
Jレ、樹高30メートノレにも達する巨木となり、秋、洛諜
い釦色となる。雌、雄別株で花は春新葉と芸！；に出、実は秋に熱

すると黄色になり、悪臭があってアレfレギ一体質の人がさわる

とかぶれるζとがある。種子は銀杏（ギンナン〉と言って食間

となり、精力のつく食物として珍重されている。

いちょうは、 r~1国がj炭産で古くから日本に渡り 、 庭園樹とし

て特に神社ゃ寺院の庭に栽培され近年では、 7.Uえから街路樹に
まで広く植えられるようになった。

日本名、いちょうの名は中国末時代の苦手守、 IJ%J出J（ヤーチャ

オ〉が市i；っていちょうとなったもので、棋名で、公係樹、年I!｝）則
子（ヤーチ・ャオズ）とも呼ばれている。

よち光栄寺のい犬家庄

羽田町内におけるいちょうの巨木は、それほど珍らしくはな

く、 利ltl；や苛ニ院の庭園によく見受けられる。
ζれらのいちょうは、いずれも10メートノレ以上にも泣ぶ巨幹

をむき出して空間に直立してそびえているが、大家庄地区光栄

寺のいちょうは、地上3～4メート／レ付近から四万に分岐して
いるところが珍らしい。

とのいちょうは、胸向周囲2.2メートノレ、樹高20メーlソレ＂と
も達する巨木で、地ヒ7～8メートノレのとζろから上部の各校
は上方に向かつて逆傘f~に枝を毘げ、下の万の技はどれも下方
に向かつて垂れるように繁茂していて、樹安全体としてはあま

りスマートとは言えないが、変わった形である。

樹齢は不詳ではあるが、角栄守は1469年（文明元年）に際倉
山に関ll」、その後金l心地内に移り、約50年後（永正年｜問）に現
在地に転じたものと1云えられているところからその後、苛＝院山
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定
例
会

凡
占
＝
円

は
九
月
十
日
に
開
会
さ
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貯
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日
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を

i
－
 

＝
出
回
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さ
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。
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掠
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保
険
料
刷
会
計
成

人
此
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決

m

附
利
門
十
五
年
度
国
民
他
股
似
険
必
探

脳
ぷ

十八
家
正
笹
川
山
市
川
崎

境

山

崎
一ゑ
僚
所
特
別
会
計
川崎
入
蔵
山
伏
昨

間
利
川
十
パ
年
以
朝
日
町
山川
保
外

一
地

以、

的
外

ト
地
区
川
水
特
別
会
叶
政
入
品

川
決
昨
川
和
四
十
五
作
位
制
日
川
立
泊
糾
院
期

業
決
昨
朝
刊
町
倒
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
承
認
の
件

間
利
州
十
六
年
・
良
川別
円
町

一
般
会
計
補

,6. 
Z玉Z二

億
一

平
百
七
十

正
予
算
（
第
三
号
〉

五
万
六
千
円
）

昭
和
四
十
六
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
釘
（
第
一
号
〕

附
和
四
十
六
年
度
明
日
町
立
附
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

工
事
請
負
（
古
川
河
川
災
害
関
連
工
事

）
契
約
の
件
（

一
千
点
百
八
十
六
万
円
）

明
日
町
老
人
医
僚
貨
同
成
に
関
す
る
条

例
制
定
の
件

制
白
川
教
育
妥
凸
A

伎
の
署
員
を
任
命
す

る
た
め
間
以
を
求
め
る
件

な
ど
十
七
議
楽
を
肱
楽
ど
お
り
可
決
、

他
に
請
願
四
件
陳
情
三
件
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

任
則
尚
了
の
教
門
6
4白

（
作
目
的
大
保

政
治
氏
）
の
後
任
に
は
境
、
水

品

泌

氏

の
百
命
に
問
訟
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
事
業
自
の
中
に

は
、
福
M

間
山下一ン
タ
i
建
設
貨
店
千
五
百
八

十
二
万
九
平
円
、
魚
津
職
安
明
日
分
気
移

転
白
凶
百
七
十
九
万
円
得
が
あ
り
ま
す
。

新
教
育
委
員
に
水
島

東
氏

教
育
委
員
長
は

広
川
親
義
氏
選
任

氏

九
月

東

三

十
日

を
も
っ

島

て
教
育

水

努
凸
任

期
制
了

と
怠

っ
た
大
浜
豊
治
氏
の
後
任
と
し
て、

水
島
東
氏
（
境
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
十
月

一
口
聞
か
れ
た
教
育
委
員
会

で
、
安
田
長
に
広
川
親
義
安
『白
、
会
員
長

職
務
代
理
に
は
路
間
市
版
呑
口
が
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

マ

水

島

東

氏

略
歴

旧
制
魚
律
中
学
校
四
年
終
了

元
境
村
教
庁
委
員

一見
境
村
公
民
館
長

一川
境
村
消
防
同
長

町
が
多
年
の
念
願
と
し
て
お
り
ま
し
た

社
会
稿
祉
の
光
突
を
関
り
他
民
な
体
力
づ

く
り
の
場
と
し
て
の
耐
性
と
休
符
セ
ン
タ

ー
施
設
を
副
の
段
別
を
受
け
て
、
中
央
公

民
館
跡
に
設
躍
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た

一
、
設
立
の
主
旨

段
近
の
急
激
な
祉
会
経
済
の
発
展
に
伴

な
っ
て
梢
岱
形
服
が
目
度
化
し
、

間
市
化

し
て
い
る
な
か
に
め
っ
て
、
公
共
胤
設
の

給
制
が
取
引
し
く
児
起
れ
、
ま
た
当
町
の
人

け
動
議
は
、
不
安
定
な
状
態
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
ζ

と
に
か
ん
が
み
、
人
ム
町

民
の
川
氏
出
で
文
化
的
な
一
間
枇
増
進
を
間
る

た
め
の
施
設
を
泣
凶
し
て
、
休
育
活
動
及

び
削
祉
活
刷
の
折
掛
川
町
を
減
じ
、
♂
ら

に
州
い
か
な
生
市
川
嶋
を
与
え
、
併
せ
て
人

け
の
定
的
性
の
叫
凶
を
つ
く
る
も
の
と
す

る。二
、
施
設
の
目
的
と
事
業

川
自

的

仏
く
ん
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町
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叫
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設
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。

ω引
γ

業

（

Q
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、

ν
ク
リ
エ
l
シ

ョ
ン
与
の
所
副
の
場
。

。
講
出
会
、
柿
沼
会
、
研
修
会
、
消
也

生
市
折
将
匂
の
文
化
教
訓
伎
の
刷
。

一ニ
、
建
物
の
構
造
と
面
積

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
（
ピ
ロ

一アイ
万
式
）

・
建
物
延
間
関

一
千
五
百
十
四
、
九

平
方
メ
1
卜
山
川
（
凶
百
五
「
八
川町
〉

四
、
設
置
場
所

制
円
町
中
山
八
公
凶
加
跡
（
駅
州
通
り
）

附
利
回
’
寸
ム
ハ
年
十

一
月

昭
和
四
十
七
年
在

町
長
委
嘱
の
交
通
指
導
員
決
る

ま
す
ま
す
政
附
す
る
交
通
中
般
に
対
処

す
る
た
め
、
町
長
委
嘱
の
交
通
指
導
員
と

し
て
択
の
五
氏
が
交
通
事
紋
か
ら
歩
行
者

を
守
る
ζ

と
を
重
点
目
標
に
し
て
危
険
カ

所
で
指
一
婦
を
行
い
ま
す
。

氏
名
と
指
導
カ
所
は
伐
の
と
お
り
で
す
。

一
氏

れ

一
住

所

一
指

滋

カ

所

－

一
舘
助
松
一

宮

崎

一向
崎
小
学
校
前

一
一
時
間
為
芳

一傾
向
町

一月
山
十
字
路

一
刷
一
則
夫
一
柳

同

一
小
川
僑
詰

松
本
保
紘
一
点
下
川

一
明
円
町
全
域

藤
川
以
弘

二
枚
純

一
川
崎
i
J7
路

県
警
本
部
長
委
嘱
の
交
通
指
導

員

が
こ
の
ほ
ど
編
成
が
え
に
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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の

一一
度

ゆ
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2
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ま

一一
同
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。
こ
の
よ
う
な
不
安
を
な

一
凶
引
日

＝
く
し
、
さ
ら
に
長
命
を
似
つ

一
－
帽
間
一

－－
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
老
人

一
医

円

一
の
訳
出

mの
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を
料
く

一一
人

寸

一
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、
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ま
し
い
発
述
を
と

＝
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＝
げ
つ
つ
あ
る
医
学
の
恩
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を

＝
・＝

＝
気
軽
に
受
り
て
い
た
だ
く
た

め
、
朝
日
町
で
は
十
月

一
H
か
ら
、
老
人

伝
僚
的
の
公
的
向
円
相
制
度
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者
は
、
七
十
五
才
以
仁
の
新
人
全

員
で
、
老
令
福
祉
年
金
の
支
給
停
止
や
、

健
康
保
険
法
に
関
係
な
く
、
老
人
の
負
担

は

一
割
と
な
り
ま
す
。
そ
の
手
続
き
方
法

は、

七
十
五
才
に
な
ら
れ
た
老
人
の
か
た

に
、
老
人
医
療
自
助
成
資
絡
蛍
録
印
諸
国

に
国
伐
の
被
保
険
者
・1
ま
た
は
、
組
合
白

託
研
』
添
え
て
、
な
鋭
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て、

役
場
で
は
副
保

加
入
の
か
た
に
は
医
療
一訟を
、
社
会
保
険

各
法
に
よ
る
被
荻
義
者
の
か
た
に
は
、
医

僚
出
助
成
資
桔
証
を
交
付
す
る
乙
と
と
な

り
ま
す
。
七
十
五

r以
上
の
か
た
で
、
資

的
制
も
れ
の
か
た
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
以十一色

役
場
山
氏
諜
へ
と
迎
wmく
だ
さ
い
。
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病院事業会計｛総支出 2憶8.312万円

L収支差額ム 2.530万円
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昭和何年度朝日町決算状況報
9月定例議会に提出 慎重な審議により認定

r歳入総額 8億4.153万円 r店主入総額 1億9.196万円
一般会計｛議出総額 8億1,700万円 特別会計 ｛歳出総額 1億7.783万円

k差引額 2,453万円 L差引額 1. 413万円

さあ（貯議長易会員）第194号(3) 

』制Z入
0.9% 

十
三
万
円
の
赤
字
）
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た。

放
入
蹴
出
決

算
総
額
は
、
蔵

入
八
億
四
千
百

五
十
三
万
円
、

歳
出
八
昭

一
千

七
百
万
円
と
な

り
、
契
質
収
文

二
千
四
百
五
十

三
万
円
（
単
年

度
収
支
二
百
五

店
内
い
川
」

マ
地
方
交
付
税
は
全
体
の
ニ
八
・
四
%

ま
ず
、
歳
入
の
内
一
般
財
顕
で
あ
り

ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
町
民
税
、
固
定
資
産
税
の
ほ

か
、
暁
自
動
車
税
、
た
ば
こ
梢
償
税
な
ど

の
町
税
は
、
前
年
度
よ
り
も
一

二
・
一
%

伸
び
、
歳
入
全
体
の
二
四

・六
一%
を
し
め

て
い
ま
す
。
税
目
別
で
は
、
町
民
税
の
税

率
を
引
き
下
げ
た
ほ
か
、
と
く
に
固
定
資 尚 ｜句 ”．肘%

政
税
が
町
税
八
上
体
の
平
均
よ
り
も
若
干
仰

び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
に
闘
す
る
費
削
に
あ
て
る

た
め
の
内
勤
市
取
得
税
交
付
金
が
九
U
九

十
二
万
円
、
女
一
山
安
全
腿
設
の
枝
問
に
叫

す
る
縦
四
の
財
政
に
あ
て
る
た
め
の
、
交

通小久八
k

対
節
特
別
交
付
金
二
十
四
万
円
が

そ
れ
ぞ
れ
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
成
人

全
体
の
二
八

・
四
%
を
し
め
、
的
年
対
比

で
は
こ
いuu
’
二
%
伸
び
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
繰
越
金
な
ど
を
ふ
く
め
ま

す
と
ζ

れ
ら

一
般
財
狐
総
傾
は
問
問
九
千

二
行
八
十
四
万
円
と
な
り
、
議
入
全
体
の

五
八

・
六
%
で
、
前
年
度
に
比
蚊
し
二

四
・
八
%
と
大
幅
に
仰
び
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
般
財
躍
の
な
か
に

し
め
る
固
か
ら
の
依
存
財
源
で
あ
り
ま
す

地
万
交
付
税
等
が
、
四
八

・
四
%
と
依
然

十
八
き
な
比
置
を
し
め
て
い
ま
す
。

V
国
県
支
出
金
は
二
億
三
千
三
百
万
円

つ
ぎ
に
特
定
財
源
で
あ
り
ま
す
が
、
分

担
金
負
担
金
で
は
、
林
業
構
造
改
喝
事
業

費
な
ど
の
分
割
金
は
一

一千
二
百
六
十
一
万

円
、
保
育
所
措
悶
簡
な
ど
の
白
州
合
は
二

平
一九
百
九
十
四
万
円
と
、
あ
わ
せ
て
四
千

八
百
五
十
五
万
円
、
使
川
料
、
手
数
料
は

公
同
住
宅
使
加
料
、
し
版
以
取
手
数
料
な

ど
で
一
千
百
十

一
万
円
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
以
支
出
金
は
、
政
入
総
加
の

二
七
・
八
%
を
し
め
、
そ
の
主
な
も
の
と

し
ま
し
て
、
四
十
四
年
発
生
の
没
川
副
旧

自
に
九
千
九
白
六
」
l

八
刀
円
、
上
倒
刊
附

神
山
柄
の
改
良
に

一
午
九
円
万
円
、
林
業

附
造
改
笛
引
業
に

一
千
七
v
U
九
十
九
川
円

の
ほ
か
、
都
市
計
問
事
業
に
七
円
万
円、

川
村
娠
興
事
業
に
打
百
二
十
七
万
円
な
ど

が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
災
害
復
旧
費
、
山
崎
小
学

校
プ
ー
ル
の
建
設
、
五
間
止
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
盤
側
、
道
路
縄
民
改
良
邪
薬
及
び

小
川
保
育
所
改
築
事
業
の
投
資
的
肝
慣
に

あ
て
ま
し
た
起
債
に
五
千
四
百
七
十
万
円

な
ど
、
こ
れ
ら
特
定
財
諒
の
総
額
は
、
三

山
間
千
八
出
七
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
n

v歳
入
総
額
で
ニ
ニ
・
五
%
の
地

歳
入
全
体
で
は
、
前
年
度
と
比
較
し
ま

す
と
、

ニ
二
・
五
対
の
仰
び
で
、

一
回
五

千
凶
百
八
卜
一
万
円
の
地
で
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
町
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
課
税

特
体
の
肥
錦
、
使
用
料
手
数
料
に
つ
い
て

も
泊
確
な
年
間
収
入
を
見
込
み
、
さ
ら
に

国
県
支
出
余
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
内

容
及
び
事
業
効
果
を
検
討
す
る
な
ど
、
今

後
と
も
嬰
力
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す

司
町
J
問」

マ
経
常
的
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
る

一
方
、
蔵
出
閣
で
あ
り
ま
す
が
、
人
件

費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
給
与
改
定
の

平
年
度
化
、
特
別
肱
、
議
員
の
ほ
か
、
各

種
委
員
等
の
報
酬
な
ど
で
、
蔵
出
全
体
の

二
六

・
三
%
を
し
め
、
二
億
一

千
四
百
三

十
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
件
費
、
公
共
同
施
設
の
維
持
補
修
償

等
の
経
常
的
研
留
に
つ
き
ま
し
て
は
、
極

力
経
費
の
節
減
に
つ
と
め
た
結
果
、
前
年

度
よ
り
も
若
干
の
増
加
に
と
ど
ま
り
ま
し

た。
ま
た
、
扶
助
費
補
助
貨
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
東
部
術
件
処
創
組
合
負
担
金
三
百

六
十
九
万
円
、
米
生
産
調
盤
対
策
費
凶
百

八
十
六
万
円
、
さ
ら
に
は
開
拓
者
離
農
助

成
金
に
九
十
万
円
な
ど
、
各
部
の
負
担
金

制
助
会
及
び
助
成
金
で
、
あ
わ
せ
六
千
五

回
三
十
九
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

マ
投
資
的
経
費
に
＝
一
億
五
千
五
百
万
円

投
資
的
経
自
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共

明
菜
投
資
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果

的
年
度
と
比
岐
し
ま
す
と
、
総
額
に
し
て

一
億
三
百
三
十
四
万
円
の
増
で
、
間

一
%

と
大
胞
に
仰
び
ま
し
た
。

項
目
別
に
み
ま
す
と
、
普
通
建
設
事
業

省
で
は
、
補
助
副
業
と
し
て
、
小
川
保
育

所
改
築
、
林
業
構
造
改
器
、上
朝
日
柄
、
神

山
糊
の
改
良
、
さ
ら
に
は
、
消
防
施
設
の

骸
備
、
山
崎
小
学
校
プ
l
h
F
の
建
設
な
ど

に
一
億

一
手
三
百
四
十
万
円
、
単
独
事
業

と
し
て
、
道
路
橋
祭
改
良
事
業
、
土
地
改
良

収
集
、
学
校
な
ど
の
公
共
川
雌
設
の
略
仰

な
ど
に
九
千
円
八
十
万
円
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
自
復
旧
耶
業
践
に
は
、
四
十

凶
作
災
害
の
復
旧
は
刑
二
年
目
と
し
て
一

似
三
千
百
七
万
円
の
経
慣
を
充
当
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
失
業
対
策
協
業
に
ご
↑
九

月
六
万
円
と
、
総
制
三
位
五
千
五
百
三
十

三
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
町
が
い
ろ
ん
な
事
業
を
お
こ

す
た
め
、
国
や
県
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た

起
舗
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
返
済
に
要
す

る
元
利
償
還
金
が
一二
千
八
百
五
十
八
万
円

一
時
借
入
金
利
子
に
つ
き
ま
し
て
は
、

資

金
収
支
の
計
画
的
な
執
行
に
よ
っ
て
、

二

百
七
万
円
の
予
算
で
あ
り
ま
し
た
が
、
実

際
の
支
出
は
四
十
二
万
円
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

V
泊
病
院
会
計
へ
三
千
万
円
の
繰
出
金

繰
出
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
泊
病
院
事

業
会
計
へ
三
千
六
万
円
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
へ
赤
字
補
て
ん
資
金
と
し
て
二

百
万
円
、
さ
ら
に
簡
易
水
道
特
別
会
計
に

は
起
債
の
一
部
元
利
補
給
金
な
ど
と
し
て

二
百
十
七
万
円
で
、
あ
わ
せ
て
三
千
四
百

一
一
十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

泊
病
院
事
業
会
計

泊
病
院
は
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
地
方

公
館
企
業
法
の
財
務
規
定
等
の
適
用
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
第
三
年
目
の
四
十
五
年

度
は
、
一
応
均
衡
の
と
れ
る
よ
う
な
基
本

計
画
に
治
っ
た
経
営
に
つ
と
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
、
収
益
的
収
支

に
お
い
て
、
ご
千
五
百
三
十
万
円
の
欠
損

金
を
生
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

病
院
経
営
上
の
岱
刺
性
は
、

自
治
体
病

院
の
共
通
的
課
題
で
あ
り
、
一
地
方
公
共

団
体
で
は
と
う
て
い
処
理
で
き
な
い
多
く

の
部
面
も
あ
り
ま
す
が
、
能
率
的
な
経
常

に
つ
い
て
、
今
後
も
鋭
意
努
力
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
特
別
会
問
に
つ
き
ま
し
て
は

全
般
的
に
、
前
年
度
と
比
較
い
た
し
ま
し

で
も
、
内
容
的
な
変
佑
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
省
略
い
た
し
ま
す
。

F
D
4
・7
・
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中
日
社
会
功
労
賞
受
賞

朝
日
町
連
合
婦
人
会
長

水

野

す

な

氏

ひ

日
山
県
姉

入
会
副
会
長

水
野
す
な
氏

は
昭
和
四
十

六
年
九
月
一

日
、
社
会
教

育
功
労
者
宮
山
県
代
表
と
し
て
、
中
日
社

会
山
労
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
二
十
七
年
戦
後
三
代
目
の

山
町
制
人
会
長
、
並
び
に
朝
日
町
迎
合
婦

人
会
長
に
就
任
さ
れ
、
溺
来

下
新
川
郡
連
合
婦
人
会
長

富
山
県
婦
人
会
副
会
長

下
新
川
郡
保
育
所
連
合
協
議
会
刷
会
長

日
山
県
児
霞
福
祉
審
議
会
費
負

富
山
川
町
保
護
司

朝
日
町
社
会
教
育
委
員

朝
日
町
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

朝
日
町
交
通
対
策
協
議
会
委
員

朝
日
町
心
配
ど
と
相
談
所
協
力
員

な
ど
、
社
会
教
育
の
支
佐
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
特
に
婦
人
教
育
、
幼
児
教
育
に
力
を

注
が
れ
、
急
激
な
社
会
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
の
婦
人
の
あ
り
方
と
し
て
、
「
婦
人

の
生
涯
教
育
」
を
国
際
に
地
域
社
会
の
組

織
の
強
他
と
、
活
動
の
充
実
に
努
め
ら
れ

た
副
都
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
氏
は
ζ
の
表
彰
を
記
念
さ
れ
、

伯
東
部
保
育
所
、
泊
南
部
保
育
所
の
殻
附

充
実
に
と
、
各
五
万
円
ず
つ
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

さあ

H

結
核
予
防
事
業
H

宮
崎
地
区
婦
人
会
表
彰

昭
和
四
十
六
年
度
結
核
予
防
週
間
は
九

月
二
十
四
日
か
ら
一
週
間
、
全
国
｝
斉
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
九
月
三
十
日
、
沼

山
市
第
一
生
命
ピ
ル
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

第
十

一
回
富
山
県
結
桜
予
防
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
、
朝
日
町
か
ら
永

年
結
核
予
防
推
進
に
顕
若
な
成
績
を
上
げ

た
優
良
団
体
と
し
て
宮
崎
地
区
婦
人
会
（

会
長
、
野
田
い
の
〉
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
｜
朝

日

町

小

・

中

学

校

一

「
｜
科
学
作
品
展
開
か
れ
る
｜
一

、
，

昭
和
四
十
六
年
度
、
朝
円
町

一
寸
し
一

小

・
中
学
校
刊
科
学
作
品
展
は
、

L
4
F

山
去
る
九
月
十
八
l
十
九
の
刈
日

一
柚二

一

に
わ
た
り
、
町
教
育
要
員
会
講

ゃ
れ

…
堂
を
会
場
に
聞
か
れ
た
が
、
官

一
一
圏
一

内
小

・
中
学
校
か
ら
五
十
四
点

－

R
E
…
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
審
査
の

－

学

一

結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
作
品
が

r汁：
t
H
金
問
を
臨
得
、
さ
ら
に
そ
の
う

ち

O
印
の
つ
い
た
作
品
は
十
月
上
旬
に
聞

か
れ
る
予
定
の
富
山
県
制
学
展
出
品
作
品

と
決
定
し
ま
し
た
。

O
金
賞
あ
さ
が
お
の
か
ん
さ
つ

大
家
庄
小

一

年

森

悶

b
J
 

O
金
賞

ひ
ま
わ
り
の
観
察

境
小
二
年

水

島

O
命
日
ひ
ま
わ
り
の
観
察

大
家
庄
小
二

年

坂

口

金
賞
ひ
ま
わ
り
の
観
察

間

保

小

二

年

更

回

由

美

子
外

Z
O

知和

金
口
ひ
ま
わ
り
の
観
察

五

問

庄

小

二

年

山

本

金
賞
つ
ば
め
の
観
燦

宮
崎
小
二
年
生
全

金
日
へ
ち
ま
の
育
て
方

境

小

三

年

水

島

ひ
ろ
み

員
理

金
賞
あ
げ
は
ち
ょ
う
の
観
撰

泊

小

三

年

中

村

由

金
賞
き
あ
げ
は
の
観
察

山
崎
小
三
年

谷

筒

金
賞
稲
の
成
長

南

保

小

五

年

道

用

裕

子

金
賞
口
照
と
水
温
の
ち
が
い
に
よ
る

イ
ネ
の
育
ち
方

大
家
庄
小
五
年

体

康

美

外

四

名

金
貫
太
陽
の
う
と
き

南

保

小

六

年

字

問

晴

美

金
賞
メ
ヅ
キ
し
た
も
の
の
サ
ピ
の
研

究

泊

小

六

年

大

金
口
卵
の
育
ち
方

泊

小

六

年

守

j棋

多
恵
子

田

正

美

外

名

金
賞
水
肢
の
研
究

小
川
中
糾
学
ク
ラ
プ板

本

附

雄

外

名

金
賞

色

素
分
離
の
研
究

小
川
中
耕
学
ク
ラ
ブ坂

本
外

名朗

金
賞

ア
リ
の
研
究

小
川
・中
二
年

小

杉

第

金
賞
植
物
の
成
長
と
光
の
関
係

伯

中

一

年

詑

尾

ヰ

恕

〆

ず

之－ミ

児
童
手
当
制
度
が
で
き
ま
し
た

思

昭
和
四
＋
七
年
一
月

一
日
か
ら
実
篤

児
註
手
当
制
度
が
昭
和
凶
行
七
年
一
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
乙
の
制
度
は
、
わ
が
閑
の
社
会
保
障
制

度
の
な
か
で
長
い
め
い
が
－服
従
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
さ
さ
の
国
会
に
お
い
て

「 美

児
童
手
当
法
」
と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。

乙
の
制
度
の
お
も
な
点
は
択
の
と
お
り

で
す
。
一
、
目
的
児
童
を
什
代
筆
し
て
い
る
人
に
児
童
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
児
童

の
育
成
の
場
で
あ
る
家
庭
に
お
け
る
生

活
の
安
定
を
は
か
る
と
と
も
に
、
次
代

の
社
会
を
に
な
う
児
童
の
健
全
な
育
成

と
資
質
の
向
上
を
は
か
る
乙
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

二
、
支
給
を
う
け
ら
れ
る
人
と
手
当
額

ω
支
給
対
象
者

県
内
に
居
住
し
、
十
八
才
未
満
の
児

童
を
三
人
以
上
養
育
し
て
い
る
者
に
対

し
て
三
人
目
以
降
の
児
童
で
義
務
教
育

終
了
前
の
者

ω
手
当
の
支
給
額

三
人
目
以
降
の
児
童
で
義
務
教
育
終

了
前
の
児
・
並
一
人
に
つ
き
月
三
、

0
0

0
円ω
所
得
制
限

高
説
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
必
い
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す。

ω
段
階
実
施

乙
の
制
度
は
、
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
支
給
の
対
象
と
な
る
三
人
目
以
降
の

児
童
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
段
階
的
に

拡
大
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

イ
「
四
十
七
年
一
月
か
ら
凶
十
八

年
三
月
ま
で
」
の
対
忽
児
諮
五
才

未
満
の
児
童
（
四
十
二
年
一
月
二

日
以
隙
の
出
生
）

ロ

「
四
十
八
年
四
月
か
ら
四
十
九

年
三
月
ま
で
」
の
対
象
児
虫
、
十

八
才
未
満
の
児
童
（
三
十
八
年
四

月
二
日
以
降
の
出
生
）

ハ
、
「
四
十
九
年
四
月
以
降
’
の
対

象
児
童
で
義
務
教
育
終
了
前
の
児

童

な
お
、
手
続
な
ど
に
つ
い
て
は
後
日
広

子名茂博

F
同
U
A崎
，

O
R
υ

報
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・・・
中

小

企

業

機

械

貸
与
制
度
・

．．
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生
産
控
衡
の
向
よ
と

経
営
の
合
理
化
を
め
ざ
し
て

県
内
中
小
企
業
の
生
産
設
備
の
近
代
化

を
図
り
、
生
産
技
術
の
向
上
と
経
営
の
合

理
化
を
推
進
す
る
た
め、

富
山
県
中
小
企

業
機
械
貸
与
協
会
が
小
規
模
企
業
者
を
対

象
に
必
要
な
機
織
を
協
会
が
代
わ
っ
て
購

入
し
低
利
長
期
の
割
賦
販
売
に
よ
っ
て
譲

渡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

制
度
の
あ
ら
ま
し

一
、
機
械
貸
与
の
対
象
者

O
従
業
員
二

O
人
以
下
の
企
業

O
一
年
以
上
引
続
き
事
業
を
行
な
っ
て

い
る
企
業

O
股
近
二
年
閣
の
平
均
利
益
が
三

O
O

万
円
以
下
の
企
業

O
次
の
企
業
は
申
し
込
み
が
で
き
ま
せ

ん。！大
企
業
が
三
分
の

一
以
上
出
資
し

て
い
る
も
の

2
設
備
近
代
化
資
金
を
そ
の
年
度
に

借
り
て
い
る
も
の

一一、

貸
与
価
額

一
企
業
当
り
貸
与
額
は
二
O
万
円
以
上

六

O
O万
円
ま
で

コ一
、
貸
与
価
額
の
償
還
と
期
間

半
年
据
位
き
同
年
六
カ
月
償
還

問
、
貸
与
損
料

O
償
還
金
の
残
額
に
対
し
て
年
五
パ
i

セ
ン
ト
の
割
合
で
貸
与
損
料
争
次
期

償
温
ま
で
に
前
納
す
る
。

五
、
保
証
金
、
保
証
人
な
ど
に
つ
い
て

O
保
証
金
、
機
械
代
金
の

一
O
ハ
l
セ

ン
ト
納
入
す
る
。

O
保
説
人

保
証
人
二
人
以
上
と
す
る

六
、
申
込
期
日

十
月
末
日
ま
で
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＼
白

内

障

自
の
病
気

／
（
白
そ
こ
ひ
）

ひ

ζ

の
病
気
は
中
年
以
後
の
す
べ
て
の
人

が、

ζ

の
白
そ
ζ

ひ
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
白
内
崎
と
は
、
眼

路
の
中
の
水
晶
体
が
何
か
の
阪
国
で
樹
う

て
光
が
通
ら
な
く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま

す。原
因
に
は
、
先
天
性
白
内
隙
l
遺
伝
に

よ
る
も
の
、
舵
娠
中
に
お
と
っ
た
蹴
境
安

闘
が
母
体
を
過
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
い
ろ

い
ろ
影
概
す
る
た
め
に
お
と
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

後
天
的
白
内
障
｜
老
人
性
の
按
化
に
よ

る
水
品
体
の
栄
養
陣
符
に
よ
る
も
の
、
樹

隊
問
に
よ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

症
状
、
今
ま
で
メ
ガ
ネ
の
い
ら
な
か
っ

た
人
が
急
に
メ
ガ
キ
が
な
い
と
物
が
見
え

な
く
な
っ
た
り
、
一

i
二
カ
月
前
に
き
ち

ん
と
合
っ
た
メ
が
ネ
が
、
も
う
度
が
あ
わ

な
く
な
っ
た
り
、
そ
し
て
こ
の
殴
附
を
過

ぎ
る
と
、
小
さ
な
学
や
外
般
の
売
が
二
震

に
な
っ
た
り
、
一
二
つ
も
四
つ
も
に
見
え
た

り
し
ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と
、
全
体
に
か
す

ん
で
し
ま
っ
て
、
視
力
が
徐
々
に
聴
く
な

り
、
目
の
前
の
物
の
形
が
や
っ
と
わ
か
る

程
度
と
か
、
明
る
い
附
い
が
わ
か
る
と
い

さあ（貯蓄詰誠会員）第194号(5) 

に
つ
い
て

っ
た
悪
い
偶
力
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

経
過

初
苑
か
ら
悪
く
な
る
ま
で
数
年

か
か
り
ま
す
。
ま
た
半
年
で
感
く
な
る
こ

と
も
あ
り
、
十
年
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
の
あ
る
人

は
早
く
進
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

保
健
よ
の
注
意

白
内
障
を
発
見
し
た
場
合
、
特
別
な
異

状
は
な
く
て
も
、

一一一
カ
月
i
四
カ
月
に

一

回
限
糾
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

食
べ
も
の
は
好
き
鰍
い
な
く
、
ビ
タ
ミ

ン
A
の
今日
U
、
の
り
、
に
ん
じ
ん
、

バ
タ

ー
な
ど
関
取
、
νま
し
ょ
う
。

手
術
に
よ
り
視
力
を
あ
る
程
度
ま
で
問

復
さ
せ
る
ζ
と
が
で
き
ま
ず
か
ら
、
早
期

発
見
、
早
期
治
探
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

点
眼
の
し
か
た

一、

普
通
点
眼
を
行
な
う
と
き
は
、
静

か
に
一
摘
を
人
法
指
で
下
眼
隙
で
下
万
に

お
ざ
え
結
膜
を
少
し
露
出
さ
位
、
滴
ド
し

人
差
指
で
軽
く
お
さ
え
流
れ
去
ら
な
い
よ

う
に
す
る
ζ

と
が
大
切
で
す
。

一
一
、
点
眠
薬
を
ポ
ト
ポ
ト
何
摘
も
服
に
入

れ
て
も
効
く
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
正
し
く
一
滴
ず
つ
時
聞
を
お
い
て
点

一
般
に

一
日
、
六
j
九

限
し
ま
し
ょ
う
。

回
で
す
。

一ニ
、
白
内
障
の
場
合
に
持
続
的
に
薬
効

の
必
要
の
あ
る
と
き
は
、
一
時
間
お
き
に

点
眼
必
袈
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

、
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
は
現
在

臥

パ
γ
カ
1
2台
、
不
燃
焼
物
車

叫

1
台
の
3
台
で
全
人
口
に
対
し

ト

刊
%
を
収
集
し
て
お
り
ま
す
が

γ

最
近
の
コ
ミ
の
多
種
多
様
化
に

凡

と
も
な
い
現
場
で
作
業
が
支
障

ご

を
き
た
す
こ
と
が
た
び
た
び
あ

引

り
、
次
の
こ
と
に
ど
協
力
い
た

止

だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

，
，
，

寸什
】

、色、

』
包
H

1

て
従
来
ま
で
況
祭
日
が
眠
つ

：

た

際
J

、
不
燃
焼
物
収
集
と
入
替

え
し
て
可
燃
物
販
集
品
行
な
っ
て
お
り
ま
－

九
た
が
令
後
祝
祭
日
。
場
合
は
コ
ミ
収
柴
’

常
態
が
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
、

一
一、
燃
え
る
吻

j
w
dな
い
拍
ほ
必
必
ず

区
別
し
て
下
さ
い
。

一二
、
収
集
日
以
外
は
ゴ
ミ
を
収
集
カ
所
へ

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

四
、
電
気
製
品
、
家
具
矧
な
ど
の
大
型
の

ゴ
ミ
は
収
集
車
に
て
収
集
し
か
ね
ま
す
の

で
直
接
大
屋
地
内
の
不
燃
焼
物
捨
場
に
運

糊
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
ゴ
ミ
は
ポ
リ
プ
ク
口
な
ど
を
使
用
し

ひ
と
ま
と
め
に
し
て
か
ら
収
集
カ
所
に
出

し
て
く
だ
さ
レ
。

μロ

九・
2

可、、
2

k

m

w

b

」
ラ
ぱ
虫
が

i
d

’

争
4
、ん

K
9匂
〈
薗
m
4

u
bミヒ
J
h

a

’qfi
＝
1

Jと

a司
令
‘

4

d

，

政
u
．E可

ゆ
h

円
軒
い
も
の

六
、
ゴ
ミ
が
大
量
に
排
出
し
、
焼
却
場
へ

持
っ
て
い
か
れ
る
際
は
現
場
の
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

「

V

ゴ
ミ
を
川
や
海
に

～
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
一

．
プ
ミ
を
、
川
や
悌
へ
捨
て
る
こ
と
は

一

－

「
清
掃
法
」
で
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま

－

・
す
。
自
分
の
町
を
き
れ
い
に
す
る
た
…

～
め
、
き
ま
り
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一

狂
犬
病
予
防
注
射

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

狂
犬
病
予
防
法
に
も
と
づ
き
今
年
度
の

犬
の
按
録
、
第
2
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

争
行
い
ま
す
の
で
犬
の
飼
主
は
必
ら
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
0

0
犬
の
飼
主
は
年
に
登
録
と
二
回
の
注
射

や
受
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

予
防
注
射
の
日
程
は
十
月
保
健
衛
生
だ

よ
り
に
く
わ
し
く
習
い
て
各
戸
に
配
付
し

て
あ
り
ま
ず
か
ら
そ
れ
ぞ
見
て
く
だ
さ
い

O
料
金
春
登
録
し
て

い

る

万

二

六

O
円

本
年
の
登
録
し
て
い
な
い
万
五
六

O
円

叩
月
は
野
犬
一
掃
月
間
で
す

川
月
刊
日
役
場
前
に
て
山
時
か
ら
2
時

ま
で
不
用
犬
（
野
犬
、
飼
犬
、
大
、
小
犬

）
を
一

一朗
一
O
O円
で
飼
い
上
げ
ま
す
。

－
標
準
小
作
料
が

｜
－

「
l
lき
ま
り
ま
し
た
し

昨
年
十
月
一
日
の
農
地
法
の
改
正
に
よ

り
、
従
来
と
ら
れ
て
き
た
小
作
地
の
一
筆

単
位
ど
と
の
小
作
料
の
最
高
額
統
制
制
度

が
施
止
さ
れ
、
新
た
に
標
準
額
の
設
定
と

農
業
委
員
会
に
よ
る
減
額
勧
告
の
制
度
が

設
り
ら
れ
ま
し
た
。

と
の
た
め
朝
日
町
農
業
委
員
会
で
も
、

町
地
域
内
の
農
地
の
回
に
か
か
る
際
準
小

作
料
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
の
で
、

今
後
新
た
に
賃
貸
借
の
契
約
を
さ
れ
る
か

た
は
、
と
の
標
準
小
作
料
を
参
考
に
契
約

ぎ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ

（標
準
小
作
料
の
額
は
）

十
ア
ー
ル
あ
た
り
の
米
の
収
量
に
よ
り

段
階
別
に
定
め
た
も
の
で
、
従
来
の
よ
う

な
一
祭
単
位
ど
と
の
等
級
区
分
に
よ
り
定

め
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
小
作

料
を
き
め
る
際
の
標
準
的
な
額
で
す
。

ま
た
と
の
標
準
小
作
料
は
公
示
後
三
年

を
経
過
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
生
産
費
ま

た
は
農
産
物
の
価
格
に
著
し
い
変
動
が
生

じ
た
と
き
な
ど
に
は
改
訂
い
た
し
ま
す
。

標
準
小
作
桝
の
額
は
次
表
の
と
お
り
で

す
。
マ
（
小
作
料
の
減
額
勧
告
の
制
度
は
）

農
業
委
員
会
は
賃
貸
借
さ
れ
た
小
作
料

の
額
が
標
準
小
作
料
に
比
較
し
て
著
し
く

高
額
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
当
時
者

に
対
し
て
小
作
料
の
減
額
を
勧
告
い
た
し

ま
す
。

同

υ当
匂
叩

レ
却

4

一5
ア
盛
山
収
。

一の
額
一
円

一間
準
一
抑

制

一小
標
一
げ

同

一
の
分
一
部

一地

一
の

一
農
区
一
回

マ
（
従
来
契
約
さ
れ
て
い
た
小
作
料
は
V

昨
年
の
九
月
三
十
日
以
前
に
契
約
さ
れ

て
い
た
小
作
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
小
作

料
は
今
後
十
年
聞
は
過
渡
的
に
従
来
の
小

作
料
の
統
制
が
続
付
ら
れ
ま
す
。
ハ
今
後

新
た
に
契
約
さ
れ
る
賃
貸
借
に
つ
い
て
の
目

み
標
準
小
作
料
が
適
用
に
な
り
ま
す
。
）

考

470 

450 

420 

備

。

’J 

12.700 

9.900 

6.300 
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金正

形

宮

崎

稚

児

舞

（
槍
お
ど
り
・
一
扇
舞
）

川
崎
山
附
仰
社
の
科
小
学
例
引
に
あ
た
る

州
月
八

・
九
日
の
山
川
円
に
は
、
地
一阻
内
の

家
々
で
判
削
（
の
政
御
そ
仰
芝
山
叫
や
け
ド
け

で
、
一
凶
針
の
ー利
川
山
制
州
が
阪
や
か
に
行
な

わ
れ
る
。

ζ

れ
は
耐
の
村
山
附
地
区
に
古

く
か
ら
’
山
放
さ
れ
た
民
俗
ぷ
能
で
め
る
。

ぬ
船
神
社
は
、
古
代
か
ら
新
川
榔
内
に

所
在
し
た
、
式
内
社
神
岐
川
村
に
比
定
す

る
説
も
あ
り
、
小
川r
、
近
世
に
は
宮
崎
城

北
鈎
設
の
神
と
し
て
上
杉
、
前
回
氏
m
d
の

此
将
に
山
川
市
倣
き
れ
極
上
の
船
人
、
陸
上
の

旅
人
、
領
民
か
ら
は
鹿
嶋
大
明
神
の
名
で

五
穀
盟
様
、
一
宏
一
通
友
全
の

γ
り
神
と
仰
が

れ
て
き
た
の

舞
は
当
年
八
才
の
県
民
に
よ
っ
て
奉
仕

さ
れ
る
も
の
で
、
陽
旋
刊
を
主
と
す
る
「

的
お
ど
り
」
庁
、
陰
旋
仰
に
よ
っ
て
舞
う

「
崩
持
」
の
二
椀
を
、
刷
に
行
な
う
形
で

あ（駅議会易会自）第194号

＂ ~島
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
摂
付
、

服
装
、
採
物
伴
奏
楽
器
に
は

時
の
流
れ
と
と
も
に
若
干
の

退
転
や
今
践
の
付
加
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
が
、
的
子
木
だ

り
の
素
朴
な
作
炎
に
合
わ
せ

、
神
の
依
り
代
と
な
る
小
約

を
以
つ
り
邪
忠
を
打
ち
払
う

一
約
お
ど
り
ー一
は
、
出
に
ん
い

き
る
到
し
止
の
悲
恰
な
ま
で
の

緋叫
ん吋
し
さ
を
ド火山引
し
、
小
や

か
な
衣
公
と
断
よ
り
よ
き
い

花
咋
を
つ
け
、
ず
に
す
る
什

伯
M
聞
を
ひ
る
が
え
し
て
仰

を
引
き
、

日
抑
制
掛
川
端
の
た
め

川
雌
の
よ
う
に
抑
う
「
打
倒
抑
」
に
は
、
臨

に
あ
っ
て
生
命
を
は
ぐ
く
み
静
か
に
例
制

を
祈
る

μ
の
心
を
感
じ
さ
せ
る
。

抑
制
の
隙
式
か
ら
惟
察
さ
れ
る
こ
と
は

古
代
の
御
神
楽
に
似
を
持
ち
そ
の
流
れ
を

く
む
仰
手
持
が
中
世
以
降
に
お
い
て
去
能

味
の
強
い
風
流
に
変
化
し
た
も
の
か
、
即

ち
、
故
美
な
衣
川誌
や
係
り
物
で
飾
り
、
そ

の
時
代
の
流
行
引
を
と
り
入
れ
た
踊
り
の

形
を
と
る
風
流
系
の
罪
で
あ
る
。
そ
の
た

め
部
分
的
に
は
近
世
中
期
の
歌
舞
風
等
の

手
振
り
も
加
ね
り
、
数
両
年
の
伝
承
を
持

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ζ

の
刷
出
船
神
社
を
中
心
と
す
る
宮
崎
に

古
く
は
、
大
和
時
代
の
玉
つ
く
り
遺
跡
を

は
じ
め
と
し
、
中
世
の
山
城
等
、
康
史
上

の
遺
跡
や
遺
物
も
あ
っ
て
、
古
来
、
東
の

越
後
続
不
知
を
ひ
か
え
、
川
越
国
境
に
お

け
る
海
陸
交
通
、
戦
略
上
の
要
地
と
し
て

栄
え
て
き
た
。
そ
れ
故
文
化
的
に
も
稚
児

費
の
伝
承
が
う
な
づ
け
る
。
ま
た
民
俗
芸

能
稚
児
舞
の
伝
承
維
持
は
、
廊
崎
神
社
に

奉
仕
す
る
領
民
が
祭
犯
の

一
部
と
し
て
地

区
内
の
青
年
達
（
若
衆
組
）
の
組
織
を
通

じ
て
行
な
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

関
係
文
献
越
中
宮
崎
民
俗
芸
能

「稚
児
持
（
槍
お
ど
り

・
持
崩
）

」

（附
四
五
朝
日
町
立
百
附
小
学
校
刊
）

川
こ
の

「
椛
児
仰
向
」
は
N
H
K
ふ
る
さ

と
の
歌
ま
つ
り
で
米
る
十
月
二
十
一
円
（

木
）
皮
放
送
さ
れ
ま
す
。

〈
写
真
は
稚
児
舞
〉

新
し
く
文
化
財
の
指
定

例
川
町
教
育
委
口
会
で
は
、
と
の
ほ
ど

明
日
町
文
化
財
条
例
の
回
定
に
よ
り
、
新

し
く
次
の
三
件
を
町
の
文
佑
則
と
し
て
折

定
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
今
ま
で
に
町
文

化
財
に
指
川
え
さ
れ
て
い
る
こ
卜
二
件
と
あ

わ
せ
二
十
五
什
と
な
り
ま
し
た
の
な
お
こ

ん
ど
始
め
て
眼
形
文
化
財
を
二
件
指
定
し

ま
し
た
。

務
無
形
文
化
財

名

品

所

収

地

官

加

者

鹿
嶋
神
社
稚
児
舞
向
崎
町
附
昆
長

領
訪
神
社
獅
子
舞

笹

川

笹

川
区
長

級
有
形
文
化
財

相

別

彫

刻

h
y
H

称
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

所
在
地
白
川
崎
一
六
一
四
の

一

所

有

者

改

観

寺

野

田

入
営
途
上
等
死
亡
者

遺
族
に
対
し

H
特
別
支
出
金
の
支
給
H

間
利
十
二
年
七
月
七
日
以
後
、
徴
集
、
召

集
お
よ
び
志
願
に
よ
り
、
市
人
・
州
中
川
人
と

..)LI/. 

n 

し
て
の
勤
務
に
つ
く
た
め
の
入
営
途
上
等

に
お
い
て
ま
た
は
復
員
な
ど
に
よ
る
帰
郷

途
上
に
お
い
て
、
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に

対
し
て
、
死
亡
し
た
者
一
人
に
つ
き
十
万

円
の
特
別
支
出
金
を
支
給
さ
れ
ま
す
。

遺
族
の
範
囲
は
、
配
偶
者
（
婚
姻
の
届

出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
制
一
関
係

と
同
様
の
事
情
が
あ
っ
た
者
を
含
h
U
）、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
及

び
こ
れ
ら
の
者
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

（
死
亡
し
た
者
の
葬
祭
を
行
な
っ
た
者
に

限
る
。
）

巾
請
の
則
間

昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
か
ら

間
利
回
十
八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

＼
I
t－
－
／
、
j
、l
ノ＼ノ
、、l
il
l
－
／

相
談
ご
と
ご
案
内

／
f
il
－
－
＼

f
k
f＼
／

k
，li
l
l－
－
＼
 

マ

行

政

相
談

日

附

旬

月
加
一
月
限
日

午
前
十
時
1
午
後
三
時

場

所

朝

日

川

州

人

会

館

恨
川
地
以
十
月
十
五
削
（
金
〉

午
後
一
時
三
十
分
1
午
後
四
附

朝
日
中
央
股
協
世
川
支
所

マ

人
権
法
律
相
談

日

時

毎

月

釦

三
月
間
日
（
今
月

は
イ
八
日
で
す
。
）

午
後

一
時

t
午
後
三
時

場

所

朝

日

町

商

工

会

制

マ

心
配
ご
と
相
談
所

日

時

毎

週

月

曜

U
（
今
月
は
凶

目
、
十
一
目
、
十
八
日
、

二
十
五
日
で
す
。
）

場

所

明

日

町

制

人

会

館

マ
交
通
事
故
巡
回
相
設
所

日
時
十
月
十
二
日
（
余
）

午
前
十
時
1
午
後
三
時

場

所

朝

日

町

役

場

マ
無
料
法
律
相
談

日
時
十
月
十
八
日
（
月
）

午
前
十
時

t
午
後
三
時

朝
日
町
役
場

場’

7
h川

マ
海
上
保
安
大
学
校

海
上
保
安
学
校

（水
路
燈
台
普
通
科
〉

学

生

募

集

受
付
期
間

昭
和
田
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
九

同
月
十
六
日
ま
で

受
験
資
裕

昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
（
棚
上
…

保
安
大
学
校
学
生
は
昭
和
二
十
六
…

年
四
月
二
日
）
以
降
に
L

生
ま
れ
た
…

則
子
で
高
等
学
校
都
業
者
ま
た
は
…

ナ

昭
和
二
十
七
年
一－一
月
ま
で
に
高
等
…

一

学
校
単
業
見
込
み
の
者

．
 

コ

鉱

験

日

…

7

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
十
八
日
（
…

ィ

土
）
十
九
日
（
日
）

’
 

り
採
用
予
定
数

n
H
H

・

矢

大
学
校
約
五

O
vh

お

水

路

科

約

一一

O
れ

燈
台
制
約
四

O
名

普
通
制
約
八
五
名

受
験
手
数
料

そ
の
他
く
わ
し
い
と
と
は
、
伏
木
市
上
保
…

安
部
（
高
岡
市
伏
木
銅
町
二

一
！
…

十
五
）
（
電
話
高
岡
宅
六
六
｜
凶
四
！

O
一
九
七
）

ま
た
は
、
忌
寄
り
の
海
上
保
安
官
…

署
（
富
山
市
東
山
繭
伏
木
尚
上
保
…

安
部
富
山
分
室
）
電
話
富
山
口
実
閤
…

川l
三
七
l
九
三
九
五
）
へ
お
問
い

…

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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国
税
に
対
す
る
不
満
を

解
決
す
る

H
国
税
不
服
審
判
所
H

ひ

栴
判
所
は
、
税
務
場
や
、
図
説
向
か
ら

独
立
し
た
納
税
者
の
権
利
救
済
機
関
で
す

．
公
平
な
立
場
で
栴
査
し
ま
す
。

訴
判
所
で
は
、
諮
判
官
が
三
人
以
ト
集

っ
て
、
公
平
な
立
場
で
務
理
し
、
そ
の
議

決
に
基
づ
い
て
審
判
所
長
が
裁
決
し
ま
す

・
審
査
の
請
求
に
は
、

費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
諾
査
請
求
に
は
弁
護
士
も
洛
奈
の

費
用
も
い
り
ま
せ
ん
の

手
続
は
簡
単
で
す
。

も
し
あ
な
た
が
更
正
ゃ
、
決
定
を
w

つ
け

て
、
そ
れ
に
不
満
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
税

務
署
（
調
疫
所
管
の
方
は
国
税
局
）
へ
異

議
中
立
て
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
通

知
を
う
け
た
日
か
ら
二
カ
月
以
内
で
す
。

さ
ら
に
税
務
凶
器
や
国
税
局
か
ら
輿
議
の
申

立
て
に
対
す
る
決
定
を
受
け
、
そ
れ
で
も

ま
だ
不
満
が
あ
る
か
た
は
、
国
税
不
服
審

判
所
長
あ
て
栴
査
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
は
通
知
を
う
け
た
日
か
ら

一
カ
月

以
内
で
す
。

青
色
申
告
の
か
た
は
、

背
色
巾
告
を
し
て
い
る
か
た
は
、
問
時
議

巾
立
て
を
し
な
い
で
臨
肱
、
国
脱
不
服
洛

判
所
へ
栴
置
の
前
求
が
で
き
ま
す
。

－

m夜
前
求
却
は
ど
の
よ
う
な
版
式
で
も

結
構
で
す
。

犠
式
や
、
問
紙
は
自
由
で
す
が
税
務
署

に
耐
え
て
あ
る
用
紙
を
お
使
い
に
な

っ
た

方
が
便
利
で
す。

審
査
請
求
書
の
提
出
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。金
沢
市
広
坂
二

l
二
｜
六

O

金
沢
合
同
庁
舎
内

金
沢
国
税
不
服
審
判
所

T
E
L
O七
六
二
l
一二

一
l
二
二
三

さあ（駒嵐長易会~） 第194号(7) 

ij 

今
月
の
税
金
は

I/ 

町
県
民
税
の
一一片
山
分
及
び
、
県
税
の
白

動
車
税
第
二
期
分
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
期
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

割
り
引
き
の
あ
る

抗
保
険
料
の
前
納
制
度

闘

を

利

用

し

ま

し

ょ

う

E

M国
長
年
金
の
保
険
料
に
は
一

割

単
位
で
ま
と
め
て
前
納
で
き
る

酌
劃

制
度
が
あ
り
ま
す
。

前
納
さ
れ
ま
す
と
、
保
険
料

の
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
し
、

一
年

一
回

と
手
数
も
か
か
ら
ず
納
め
忘
れ
と
い
う
乙

と
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

商
売
を
し
て
い
る
か
た
で
、
毎
月
保
険

料
を
納
め
る
の
が
面
間
だ
と
い
う
か
た
、

仕
事
の
関
係
で
留
守
が
ち
な
か
た
は
ぜ
ひ

こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い。

な
お
、
不
明
な
点
は
役
場
年
金
係
で
お

た
す
ね
く
だ
さ
い
。

例
十
月
に
向
ζ

う一

年
間
の
保
険
料
を

前
納
す
る
場
合
（
十
月
分
1
盟
年
九

月
分
ま
で
）

定
観
保
険
料
叩明日
年
の
六
月
分
ま
で
月

四
百
五
十
円
で
七
月
円分
か
ら
月
五
百
抗
」｜

円
の
計
算
で
す
。

所
得
比
例
分
は
月
三
百
五
十
円
で
す
。

一＼
年
紬
五
千
七
百
円
J

通
常
の
定
額
部
分
一／

の

と

こ

ろ

＼

一
五
千
五
百
六
十
円

1
1
11
1
1
」
辺
紅
凶
千
二
四
割

所
得
比
例
部
分

？
の

と

と

ろ

」

一

望

γ
一
百
円

一
「
年
額
九
千
九
百
円
J

一／
の
と
と
ろ

＼

一
九
千
六
百
六
十
円

計

聞
に
す
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す

が
、
川
氏
の
刊
さ
ん
が
た
の
泊
切
な
ア
ト

〆
イ
ス
も
よ
ろ
し
く
お

胤
い
い
た
し
ま

す
。な
お
、
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

一i
ま
と
め

」
が
十

一
月
中
旬
凶
完
成
し
ま
す
の
で
希

望
の
か
た
は
早
凶
に
連
青
ま
で
山中
込
み
く

だ
さ
い
。

八
前
月
号

一
部
訂
正
V

育
包
議
員
、
産
業
建
設
委
員
会
委
員
名

の
中
で
、
能
沢
康
博

（大
）
が
ぬ
け
て
お

り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
お
わ
び
い
た
し
ま

す
d
O

一
裁
判
所
だ
よ
り
～

H
法
の
日
リ
に
つ
い
て

十
月

一
日
は

「
法
の
日
」
で
す
。
自
由

と
正
義
を
守
り
平
和
を
維
持
し
て
人
類
の

事
稲
の
た
め
に
つ
く
す
ζ

と
は
、
同
民
の

即
想
と
し
念
願
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

民
主
主
義
の
生
命
は
自
由
に
あ
り
、
そ

の
自
由
は
ほ
か
の
人
の
自
由
と
共
存
で
き

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ζ

の

よ
う
な
自
由
と
共
存
を
保
附
す
る
の
が
法

で
あ
り
、
ま
た
法
は
ど
の
よ
う
な
暴
力
を

も
否
定
し
ま
す
の
民
主
主
義
の
も
と
で
は

「
法
の
支
配
」
が
完
全
に
行
な
わ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
す
の
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
す
べ
て
の
人
聞
が
人
絡
を
認
め
ら
れ
、

そ
の
側
偵
を
発
揮
で
き
る
の
で
す
か
ら

「

法
の
日
」
を
通
じ
て
法
の
尊
重
と
法
の
支

配
の
電
』要
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
り
ま
す
G

後

郵

便

局

だ

よ

り

機

マ
郵
便
物
の
事
故
は

す
ぐ
郵
便
局
へ

郵
便
物
が
印
か
な
い
と
か
、
中
身
…

が
た
り
な
い
な
ど
の
事
械
が
あ
っ
た
…

場
合
は
、
山
町
し
出
に
よ
り
、
郵
使
物
…

の
注
し
出
さ
れ
た
と
ζ

ろ
か
ら
配
達
…

先
ま
で
の
取
政
い
の
経
過
を
、
郵
便
…

物
運
送
の
経
路
附
に
調
査
し
て
回
答
…

申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

「
普
通
郵
便
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
…

で
、
あ
き
ら
め
た
り
、
お
っ
く
う
が

…

っ
た
り
し
な
い
で
、
ま
た、

「
う
つ
”

か
り
普
通
郵
便
に
現
金
を
入
れ
た
か

…

．

ら
」

と
い
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
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一
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港
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一

一
社
会
資
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充
実
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た
い
へ
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一

っ
て
い
ま
す
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の
よ
う
な
状
勢
か

…

ら
、
郵
政
省
で
は
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関
係
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関
の
協
…

…
力
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得
て

『
住
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よ
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く
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一
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郵
便
貯
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奨
励
運
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』
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か
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三
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一
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全
国
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行
な
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…

っ
て
い
ま
す
。
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さ
ん
ど
原
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の
よ
う
に
踏
切
事
…

故
の
九
十
九
%
は
通
行
者
の
不
注
意
一

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

踏
切
事
故
は
通
行
者
自
身
の
生
命
一

と
財
産
に
損
傷
を
与
え
る
だ
け
で
な
…

く
、
列
車
の
脱
綜
転
ぷ
く
で
多
数
の

…

お
客
さ
ま
に
も
危
検
を
お
よ
ほ
す
な

…

ど
そ
の
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
い
の

…

で
あ
り
ま
す
。

一

朝
日
町
か
ら
は

一
人
で
も
踏
切
事
…

紋
を
起
と
さ
な
い
に
め
次
の
こ
と
に
…

ご
協
力
く
だ
さ
い。

…

＠
線
路
内
の
4
入
り
や
、
構
内
通
行
一

は
し
な
い
。

一

ナ

＠
踏
切
は

一
た
ん
止
ま
る
だ
け
で
な

…

．

く
、
左
右
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら

…

－

躍
る
。

…

コ

＠
踏
切
で
自
動
車
な
ど
が
動
か
な
く
…

了

な
っ
た
ら
直
ち
に
踏
切
非
情
ボ
タ
…

そ

ン
や
、
発
え
ん
信
号
を
使
っ
て
、

…

ら

ま
ず
列
出
を
止
め
る
手
配
を
先
に

一

’

す
る
。

一

L
＠
列
車
の
乗
り
降
り
の
際
は
必
ず
正
一

お

当
改
札
円
を
お
通
る
。

一
マ
電
報
電
話
局
だ
よ
り

一

富
山
県
内
の
電
話
帳
は

一
部
に

．

．

な

り

ま

す

…

…

従
来
、
山
山
以
の
五
十
皆
川
沼
郡
…

一
似
は
魚
作
地
刀
版
な
ど
閉
山
に
分
け
…

．

て
知
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
間
和
…

．
州
十
円
作
度
版
か
ら

一
川
に
な
り
ま

…．
 

日

市

9
0

・

…

－r
一
川
に
新
し
い
制
話
帳
を
お
崩
…

一
け
し
ま
す
。

白
い
も
の
は
川
収
い
た

…

一
し
ま
せ
ん
の
で
、
他

mし
な
い
よ
う
…

…
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

…

…

古
い
旬
開
阪
の
悦
川
は
、
問
迎
い

…

…
む
請
の
も
と
に
な
り
ま
す。

…

マ
国
鉄
だ
よ
り

H
跨
切
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
H
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昭和46年10月10日

あさひ

朝日町職員採用試験公告
中

昭和46年 10月 10日
月刊（毎月10日発行）

朝日町長 i
 
l
 
－－，， 薙

この試験は、役場（病院等出先機関を含む。）において事務的業務に従事する職への採用候補

者を定めるために行なうものです。

1. 誌験区分と採用予定人員
一般事務職

2. 受験資格

若干名

学 歴 年 令 ｜男女の別｜ その他の要件及び付記

学校教育法による高等学校の卒業者及び昭和 間和24年4月2日から昭和29 (1)朝日町に居住する者

47年3月31日までの卒業見込者 年4月！日までに生まれた者 (2）必要学歴は乙れと同＃＇r等と

学校教育法による短期大学の卒業者及ぴ昭和 昭和23年4月2日から昭和27
認められる学歴資を合

男 子 みます。
47年3月31日までの第業見込者 年4月 1日までに生まれた者

学校教育法による大学（4年）の卒業者及ぴ 昭和22年4月2口から附2sI 
昭和何年3月31日までの卒業見込者 年4月！日までに生まれた者

ただし、次の事項の一つでも該当する者は受験できません。

(1) 日本の国籍を有しない者

(2）、禁治産者および準禁治産者

(3）’禁乙以上の刑に処せられ、その執行を終るまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者

(4) 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破接するζとを主恒する政党、そ

の他の団体を結成し、又はζれに加入した者。

3. 試験の日時、場所方法及び発表

日 時 試 験 場 万 法

10月31日（日〉 ｜ 富山中部高等学校 (1）教義試験
第 次 公務員として必要な一般・知能及び教養について、

受付開始午前 8.30 （富山市芝園町〉
択一式箔記試験を行ないます。

試 験 試験開蛤午前 9.00 (2）作文試験
I 文前による表現力、まとめ方等について行仏針。

I 11月下旬 筋 l次試験合絡者について行ないます。

試験の日時、場所等ば、第 1｛欠合格通知に合わ
(1）口述試験

第 2 次 主として人物について個別面慢による誠験ぞ行
せて通知します。 ないます。

試 験 (2）身体検査
l説務遂行に必要な健康度を有するかどうか（主
として胸部疾患の有無に重点をおく。）につい

’ て検査します。

身上調査 1第 l次試験合格者について、受験資格の有無、申込由記殺事項の真否、その他について調査します。

I 1月下旬 ｜朝日町役場前掲示仮に掲示（儲）して発表するほか、合格者にはi舗で

第2次 I 2月中旬 ｜通知します。

4. 合格がら採用までの経路
合格者は、その試験の採用候補者名簿に記載され、この中から成約II聞に採用者が決定されます。名簿は、昭和47信 9J0J30U 
まで有効です。採用は名簿の有効期間中において必要に応じて決定されるので、合格者全員が採用されるとは限りません。

5. 受付申込手続

(1) 申込用紙は、当朝日町役場総務課において交付します。

申込用紙の請求 (2) 申込用紙を郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求Jと米自し、返伯下IJ
封筒（あて先、郵便番号を明記し、切手をはるとと。）を必ず同封してください。

一 一一
(1) 申込用紙に必要な事項を記入し、当朝日町役場総務課へ民出の上受験票を受領してください。

(2）申込書郵送の場合は、封筒の表に「保用試験申込」と朱苫し、受験禁送付のために7円切手
時i 込 方 法 を同封してください。。受験票』こは申込前6カ月以内に撮った本人と確認できる写真（上半身、脱相、正面向、縦

6匿、横4.5檀〉をはって持参してください。

｜ 昭和僻10月11日（月）から同年10月20日は）まで受け付け訊
受 付 期 間 （平日午後5時、土曜日は午後O時30分まで、日眼目は休み。）郵送の場合は同年10月初日まで

の消印あるものに限り受け付けます。

6 その 他

乙の試験の詳細については、当朝日町役場総務課に問い合わせください。
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い
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つ
り
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狩
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十
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十
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．
山
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川
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一
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一
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C
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什
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光
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．
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J
、

げ
h
T
4
マ

ya勺
J

打
区
川
川

U
Y
4上
mよ
H
A
HV

工
事
関
山
ハ
、
六

O
O
千
円

延
長
四
一
四

・
二
米

巾
白

ペ

・
三
米

工
期
九
凡
十

一
円
J
十
二
月
十
日

七
、
町
道
舗
装
新
設
工
事

工
鄭
尚

三、

円）
O
O千
円

ω柳
田
、
学
校
線
（
柳
川
地
内
）

延

長

二

O
二
・
五
米

巾
員

四

・
五
米

ゆ
野
中
、
小
在
地
線
（
山
崎
新
地
内
）

延
長

二

O
O
米

巾
民

間
米

ー
保
育
所
ヘ
贈
り
も
の
J

d

温
い
芳
志
の
数
々

l
l－

幼
児
保
育
の
向
と
に
と
、
次
の
保
育
所

に
あ
た
た
か
い
附
り
も
の
が
あ
り
ま
し
た

紙
上
を
仙
り
て
陣
く
お
比
巾
し
あ
げ
ま
す

マ
朝
日
町
南
保
地
区
（
代
表
、
坂
口
良
造

氏
と
南
保
保
育
所
父
陪
の
会
（
会
長
、

土
井
宏
司
氏
）
か
ら
南
保
保
育
所
へ
、

ス
タ
ン
ド
ピ
ア
ノ

一台

マ
朝
日
町
細
野
山
崎
節
子
氏
か
ら
山
崎

保
育
所
へ
壁
掛
扇
風
機
一
台

マ
朝
日
町
山
崎
保
育
所
母
の
会
（
会
長
、

山
崎
節
子
氏
）

か
ら
山
崎
保
育
所
へ
、

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一
台

マ
朝
日
町
平
柳
、
水
野
す
な
氏
か
ら
泊
東

部
保
育
所
及
び
泊
南
部
保
省
所
へ
、

現
金
各
々
五
万
円

守
〉

》

一．
赤
い
羽
栂
」
｜
｜
明
る
く
、

？
玄
J

内

一
よ

山
美
し
く
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
ん
帯

電

ノ

ザ
せ
に
と
、
お
た
が
い
の
阪
か
な

｝
］

内
心
を
持
ち
よ
る
、
悶
民
た
す
け

唱

h
h
ザ
あ
い

1
lそ
れ
が
共
同
募
金
週

一
担

問
動
で
す
。

『

－
」

》

｛

め

今

年

も
ま
た
、
十
月
一
日
か

一
4Hご

ら、

ζ

の
運
動
が
納
め
ら
れ
て

↑
募

ん
お
り
ま
す
。

一
同

ザ

「
赤
い
羽
根
」
共
同
必
金
は
、

一
赴
ハ
山
県
共
同
持
金
会
で
、
あ
ら
か
じ

寸

’
v

め
民
間
社
会
焔
祉
胤
設
や
間
体

の
川
副
を
ま
と
め
、
十
分
に
術
査
し
た
う

え
で
什
限
額
を
定
め
、
附
伊
位
大
山
川
の
定
め

る
別
問
実
施
し
、
述
成
の
た
め
に
迎
励
が

統
げ
ら
れ
ま
す
。

乙
の
界
金
の
凶
十
六
年
度
の
日
開
制
ゃ
、

四
十
五
年
度
の
実
悩
に
つ
い
て
は
、
別
途

報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

立
派
な
成
果
を
あ
げ
る
よ
う
、
み
ん
な

で
協
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

！~1 
i空j
i訊δ！
民主i
！しi

i事！

（
昭
和
問
十
六
年
八
月
十
五
日
現
在
）

。
結

婚

（お
し
あ
わ
せ
に
）

O
道
下

H
坂
藤
恭
夫

井
波
町
H
薮
長
よ
し
の

。

出

生

（お
す
こ
や
か
に
）

O
境

渡

辺
幸
男
長
男

O
笹

川

勝

田

正

長

男

O
横

尾

島

端

清

志

長

男

O
横
尾

山

田

進

長

女

O
泊

炭

政

二

こ
男

O
泊

折

谷

邦

男

長

女

O
泊

岡

洋

一

長

女

O
道

下

松

本

鋼

造

二

女

O
道
下
火
．
平
博
昭
長
女

0
．ヰ

柳

川

ナ

野

盛

ご

女

O
W
T柳
小

松

公

夫

長

女

O
東
草
野

佐
渡
和
蔵
長
男

O
東
草
野

水
品
彬
昌
長
男

O
月

山

沢

田

忠

明

長

女

O
桜

町

筒

井

局

長

女

O
桜

町

上

削

二

郎

二
男

O
長

野

川

仁

正

雌

三

男

O
航

泊

山

本

英

雄

長

男

O
細

野

道

下

詩

悦

二

男

O
山

崎

山

本

祈

朗

長

関

。
死
亡

。
境
O
境
O
大
平

O
宮
崎

O
宮
崎

C
宮
崎

去十
久
孝
成明

百
合

太
久
哉

白
星
子

小
百
合

間
以
子山心

願
手
和
樹
茂
伸
律
子

志
代
子
文
削
雅
史
浩
二
和
裕
則
土

（お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
）

氷
山
汚
洋
（
二
八
）

福
沢
作
次
郎
（
七
七
）

未
上
作
左
エ
門
（
八

C
）

扇

谷

力

松

公

ハ

O
）

水

島

清

一

（

四
八
）

竹

谷

宗

次

（

七
五
）

9月の町内交通事故数一一一一i O
恒
川

O
前
川

O
櫛
尼

O
拙
応

O
道
下

O
道
下

ovf柳
O
平
柳

O
荒
川

O
桜
町

O
桜
町

O
桜
町

O
月
山

O
蛭
谷

O
窪
問

。
山
崎

O
山
崎

姻
内
小
平

竹
内
も
と

村
上
い
と

東
附
す
て

柳

沢

浩

小
鯨
ミ
ネ

西
岡
み
よ

後
藤
み
よ

舘
順
太
郎

河
内
い
と

大
井
せ
っ

三
浦
り
つ

西
田
多
き

長
崎
は
る

石
井
信
雄

黒
崎
い
よ

名
越
茂
吉
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